
18世 紀か ら19世紀 の時代 に女性解放 を求め た

ドイツの女流作家たち:序

松 永 知 子

Deutsche Schriftstellerinnen, die sich im 18.  and 19. Jahrhundert 

 urn die  Frauenemanzipation  berniiht haben : Vorrede 

                Tomoko Matsunaga

1.

いつの時代でも自己表現を求めて、男性も女性 もものを書 き、それは書

き残 され、後世へ と伝えられていった。 ところが、どうしたことか ドイツ

文学史に登場するのは、圧倒的多数で男性作家である。もしか したら女性

はものを書かなかったのであろうか、と疑いさえするほどであるが、もち

ろん、男性ほどの数でないにしても、ものを書 く女性はいつ も存在 してい

たのである。それなのに、文学史記述の際に無視 され続けてきた というの

が事実であった。何故無視されてしまったのであろうか。美学的価値から

判断して、低いとみなされているからであろうか。文学的天才のみを記述

する文学史のなかではそうか もしれない。男性のなかには天才がいたが、

女性にはいなかったというのも事実であるのだから。

しか し、歴史 とはお うおうにして勝利者の立場から見 られ、記述された

歴史 といわれているの も事実であ り、文学史において も同じことが言える

のではなかろうか。男性優位の社会のなかで、男性のつ くったものさしか

らすべてが取捨選択 されて きたために、女性の側から見られ、書かれたも

のが見捨てられてきたということはないであろうか。

こうした疑問に答えるために、この辺で一度立場を変 えてみて、女性の
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側か ら文学史を見直してみようという研究が、近年活発に行われている。

そうした研究の一つ として、ハ ンスユルゲン ・ブ リンの編集した 「女性解

放 と文学」は、長年の間日の目を浴びずに図書館の隈で眠っていた女性た

ちをリス トに載せ 、彼女たちの文化への貢献 を是認 しようと、問題を提起

している。私の以下のレポー トもこれによるところが多大である。

2.

18世 紀啓蒙思想の現われる以前のヨーロッパは、キリス ト教によって支

配されており、聖書によれば、神が己れの似姿 として造ったのはアダム(男

性)で あ り、イヴ(女 性)は あとか らアダムのあばら骨か ら造 られている。

そして、この副次的存在であるイヴがアダムをそそのかせて堕落 させ、二

人は楽園を追われるのである。それ故、中世の宗教学においては、この罪

深き性である女性はそもそも人類であるのか否か という議論さえ、まじめ

にとりあげ られてきたのであった。

しか し、このような議論は、啓蒙主義の時代にはさすがに影が薄 くなっ

た。人間の理性 と悟性 を最後のよりどころとし、世界を合理的に改善 しよ

うとして、あらゆる領域にわたって人間の無知 と未成熟 とを啓蒙 しようと

するこの運動のなかで、女性側からも教養 を求める動 きがはじまった。啓

蒙思想家に とっての望 ましい女性像 というのも、教養があ り、学識豊かな

女性であったのだが、それは夫の会話の相手 として、ならびに子供たちの

教育に携わる者 として、男性側か らみても望 ましかったからであって、完

全に同等の者 とみなす考 えからは、まだ少し距離があった。

「学識豊かな女性」の弁護者 として、啓蒙主義の文学論を掲げ当時の ド

イツ文学界に君臨しつづけたライプツィヒ大学の詩学教授であったゴット

シェット(1700-66)が 、第一に挙げ られる。彼は、女性 も文学 を創造す

るように と積極的に勧め、彼の励ましによってかなり多 くの女性が創作を
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した 。 彼 の 妻 の 、 ル イ ー ゼ ・アー デ ル グ ンデ ・ヴ ィ ク ト リー(1713-62)

もそ の よ うな女 性 の一 人 だ っ た 。 彼 女 は ま さ に教 養 豊 か で 、詩 才 に も恵 ま

れ 、 フ ラ ン ス古 典 主義 作 家 の ドラ マ の 翻 訳 を した り して 、夫 の 文 学 論 を支

え た よ き協 力 者 で あ っ た 。彼 女 は 、家 事 も完 璧 に こ な した うえ に 、さ ら に 、

忙 し い夫 に代 わ っ て 、 手 紙 の代 筆 を任 さ れ 、 多 くの 学 者 か らの 手 紙 に も立

派 に 答 え て い た とい う。

さ ら に 、この よ うな女 性 の一 人 と して 、ク リス テ ィア ー ナ ・マ リアー ナ ・

フ ォ ン ・ッ ィー グ ラー(1695-1760)が い る 。 彼 女 は 、 ゴ ッ トシ ェ ッ トの

主 宰 す る 「ドイ ツ文 学 会 」(DentscheGesellschaft)の 最 初 の 女性 会 員 で あ っ

て そ の 会 で 、「学 問 を志 す こ と は女 性 に許 され て い るか 否 か 」と い うテ ー マ

で 演 説 も行 っ て い る。 そ の な か で 、彼 女 は 、女 性 が 書 くこ とに お い て 男 性

よ り劣 っ て い るの は 、 女 性 に は 学 校 教 育 が な され て い な いせ い で あ る と、

主 張 し て い る 。 彼 女 は 、1733年 に 大 学 か ら詩 人 の 栄 冠 を授 け ら れ た最 初 の

女 性 で もあ る の だ が 、 ま だ まだ 、 彼 女 の栄 誉 を皮 肉 る声 が あ と を 断 た な い

時 代 で あ っ た の だ 。(注1)

ツ ィー グラ ー の 存 在 に よ っ て 大 き な刺 激 を与 え られ 、詩 作 を志 した 女 性

に 、 ズ ィ ドニ ア ・ヘ ドヴ ィ ク ・ツ ォ イ ネマ ン(1714-40)が い る。彼 女 は 、

ツ ィー グ ラー よ り も もっ と強 烈 に 自 己主 張 をつづ け た女 性 であ っ た 。 自分

の 目 で世 界 を見 るた め に 、 男 装 で 馬 に ま た が っ て 一 人 で旅 行 し た り した 。

この よ うな こ とは 、 当時 の女 性 に は許 さ れ な い行 動 だ っ た の だ が 、 男性 に

依 存 す る こ と を嫌 って 、結 婚 し な か った 女 性 に して で き た こ とだ っ た の だ。

彼 女 は不 幸 に も、 この よ うな 旅 の 途 中 で の 落 馬 で 早 死 に して い る。 彼 女 の

詩 的 な野 心 と独 立 心 の 旺 盛 さは 周 囲 の ひ ん し ゅ くを買 っ た ほ ど で あ る が 、

詩才 は認 め られ て 、1738年 に ゲ ッ テ ィン ゲ ン大 学 か ら皇 帝 の 詩 人 の栄 冠 を

授 け られ た 。(注2)

18世 紀 も後 半 に な る と、女 性 の文 学 活 動 は ます ます 盛 ん に な っ て い っ た。
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特に、小説のジャンルでの女性の活躍はめざましいものがあり、それらの

なかで、ゾフィー ・フォン ・ラロッシュ(1731-1807)は ずば抜けていた。

彼女は、 ドイツではじめて小説を書いた女性で、女性に も小説を書 く能力

があることを身をもって示した人物である。彼女の書いた書簡体小説「シュ

テルンハイム嬢物語」 は、ゲーテにも賞賛され、当時すでに非常によ く読

まれたものであった。この小説のなかで彼女は 「男性の付属物 としてでな

く、責任 と決断力を備 えた自律 した存在 としての新 しい女性像 を描いてい

る。」(注3)

一方、女性たちの活発な文学活動に対する男性側からの締めつけもあら

わになってきた。 この時代 にかなりの数の婦人向けの雑誌が発行 されはじ

めたが、これ らの多くの雑誌の基調は保守的傾向が濃厚で、夫に従順な女

性を教育すべ く、謙虚 、忍耐、貞潔、ほどほどの教養が、望 ましい女性の

特性 として誉めそやすことに、専 ら力を傾けていた。それ どころか女性の

読書や博識は流行 を追 う愚かな行為 として中傷されさえしはじめたのだ。

3.

さて、理性 と悟性万能の啓蒙主義のあと、その反動 として、個性 と情熱

とを謳歌するシュ トウルム ・ウン ト・ドラングの激しい流れが起った。し

か し、シュ トウルム ・ウン ト・ドラングの白熱 した自我感情の燃焼は長つ

づ きす る性質のものではなく、あふれる生命力を調整 し、浄化する客観的

規正を必要 とした。これを成 しとげたのが、ゲーテ とシラー とによる古典

主義であった。かれ らの信奉するものは、理性的なフランス古典主義に代っ

て、非合理性を含んだシエクスピア演劇であり、「自然に帰れ」と知性偏重

を激 しく批判 したルソーらであった。

しかし、女性解放 という観点からみると、シュ トウルム ・ウン ト・ドラ

ングも古典主義 も、新 しい女性像 を造 り出してはいない。それ どころか、
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自ら獲得 したものを女性にもひろげようとはせず、かれらの女性観は旧態

依然たるものだった。

特に、ルソーの教育論の後世に対する影響力は甚大で、19世 紀の婦入運

動は、常にこれと対決 していかねばならなかったのであった。ルソーは、

彼の教育論 を 「エ ミール」において展開している。「社会 と接触する以前の

子供の うちに存在すると信 じた自然的無垢 を保つため に、エ ミールは18世

紀フランス社会の退廃的影響から切 り離され、家庭教師によって孤立のな

かで教育 される。絶えず慎重に配慮することによって、悪徳(社 会の産物

であるところの)が 子供に及ぶのを防 ぐことができ、また一方で子供が 自

然か ら受けとった身体的、知的才能が、その子の受容 力に完全に一致す る

まで発展せ られるようになる。その結果子供は、偏見や誤謬から自由で適

応可能な、独立的で人道的なひとりの若者 となり、構 成員 としての資格に

おいて平等 となるべ き人類の一員 となる。」(注4)こうした理想的な教育 を施

されたエ ミールは、成熟に達 して適切でふさわ しい伴侶を必要 とする。そ

れ故、ルソーは相当する女性、ソフィーを彼に与える。ところが女性に関

しては、ルソーは類似の教育 を与えていない。 ソフィーへの教育は、彼女

が生き続けるのに必要 な男性へのきたるべき自然的依存を彼女に覚悟 させ

るために、依存 と束縛 とを強調するのである。ルソーは、女性の教育は男

性のためになるよう行われねばならない、男性に気に入られること、役に

立つこと、愛 され大切 にされること等々が、女性の義務であると説 く。こ

と女性の問題に関しては、ルソーは伝統的であ り、保守的であったのだ。

4.

18世 紀 末 か ら19世 紀 初 頭 に 活 躍 した ロマ ン派 の 作 家 た ちは 、伝 統 的 な 結

婚 観 とその土 台 とな っ て い る女性 像 に批判 的 で あ っ た。特 に フ リー ドリッ ヒ ・

シ ュ レー ゲ ル は 、1795年 に 出 版 され た「デ ィ オ テ ィー マ に 関 して 」とい う論 文
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のなかで、ルソーによって代表されている女性の精神面での劣等性に関する

テーゼが誤っていることを証明しようとした。「サッフォーや ギ リシャの女

流詩人たちの例が、女性には真の感激 と高等な芸術能力が全 く欠けていると

いうルソーの極めて能弁に弁 じたてられた見解に反している。」(注5)またシュ

レーゲルは、女性の使命 と教育について も、男女の区別な く、両性の使命

は一つであること、公的な教育が女性にも適用されることに賛意を表わして

いる。そもそもシュレーゲルは、性差を両極端に分極化す る考え方その も

のに違和感を感 じるタイプであった。「我々の時代の道徳や見解や芸術にさ

えも優勢を占めているごてごて飾 りたてられた女らしさより醜いものがあ

ろうか、同様に度がすぎた男 らしさよりむかむかするものがあろうか。」(注6)

さらに 厂ルチンデ」や 「最高に素晴 しい状況に関しての熱狂的な幻想曲」

において、愛 と結婚 に関しての彼の体験 と考 えが披瀝 されている。当時の

一般の結婚観に反対 して、愛のない結婚 を批判 し、愛 と結婚は切 り離せな

いという見解にたっている。女性の愛の力を高 く評価 し、対等の女性 との

恋愛のなかで、最 も奔放な感能性か ら精神性の最高の極みまでの人間性の

あらゆる階梯 を踏破 しようとす るのである。(注7)一つになるとい うことは、

彼の場合には象徴的な意味を含んでいて、それは完成された人間性への成

就の寓意なのであった。

こうした彼の女性観は、す ぐれた女性たち、つまり彼の妻 となった ドロ

テーア ・ファイ トや、兄アウグス トの妻のカロリーネ ・シュレーゲル ・シェ

リング(シ ェ リングとつ くのは彼女は後に夫 と別れて、夫の友人の哲学者

シェリングと再々婚 したから)ら との交際か ら得たものだった。しか し、

女性の 自律 と平等 を主張するシュレーゲルの見解は、愛の関係に限られて

いて、女性の社会的な役割に関 しては彼の念頭にはなかった。 しか も後年

彼の活動がだんだん社会化していくなかで、それに反比例するように彼の

思想は保守化 していき、従って女性観 も変質 していったのだ。
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この 当 時 大 都 会 で は 、教 養 あ る女 性 た ちに よ っ て 社 交 の場 と して 「サ ロ

ン」 が 開 か れ 、 そ こは 当代 の 第一 級 の 寵 児 た ち の た ま り場 とな っ た。 これ

らの な か で特 に有 名 な の は 、ベ ル リンのヘ ン リエ ッテ ・ヘ ル ツ(1764-1847)

と ラー エ ル ・フ ァル ンハ ー ゲ ン(1771-1833)の サ ロ ン だ っ た 。 彼 女 た ち

の サ ロ ン を支 配 した精 神 につ い て 、 ヘ ン リエ ッテ ・ヘ ル ツ は 次 の よ うに 述

べ て い る。

「こ こ に は伝 統 、 す な わ ち世 代 か ら世 代 へ と伝 わ っ て ゆ く、 時 代 の精 神 や

知 識 と歩 調 を 揃 え る教 養 が媒 介 す る もの は い っ さ い な い が 、 反 面 ま た か か

る教 養 過 程 か ら生 じ る偏 見 もな い 。 この 精 神 の あ ら わ れ は 伝 統 的 形 式 を越

え て い て 、豊 か で 自 負 に 充 ち て お り… … そ の精 神 を お び る婦 人 た ち は 非 常

に独 創 的 で非 常 に 力 強 く、 非 常 に 辛 辣 で非 常 に 刺 激 的 で あ り、 しば しば 驚

くべ きほ ど深 い流 動 性 を もって い る。こ の精 神 が 最 高 に 花 開 い た 場合 が ラー

エ ル ・レー ヴ ィ ン(フ ァ ル ンハ ー ゲ ンの 旧姓)で あ るdこ の 言 葉 はヘ ン リ

エ ッテ ・ヘ ル ツ 自信 に もあ て は ま る。まさ し くヘ ン リエ ッテ ・ヘ ル ツ とラー

エ ル ・フ ァ ル ンハ ー ゲ ン こそ は 、 彼 女 らのサ ロ ン の精 神 を通 し て幾 世 代 か

に わ た り ドイ ツの 哲 学 、 文 学 お よび 婦 人解 放 に 少 なか らぬ 影響 を もっ た 女

性 で あ っ た 。(注8)

シ ュ レー ゲ ル兄 弟 も彼 女 た ち のサ ロ ンに 出入 り して い て 、ヘ ン リエ ッ テ ・

ヘ ル ツ の 周辺 に い た ドロ テ ー ア ・フ ァ イ トや カ ロ リー ネ と知 り合 い結 婚 に

至 っ た の だ っ た。

こ う した女 性 た ち の 書 き残 した書 簡 や 著 述 が 、彼 女 た ち の 自由 な 意 識 を

伝 え て い て 、 こ う した 書 き残 され た ものか ら も彼 女 た ちの 精 神 と考 えが 後

世 へ と確 実 に 受 け 継 が れ て い っ た の だ。

こ こ で 、婦 人運 動 の 先 駆 者 とい う点 で 、 二 人 の 女 性 教 育 者 を挙 げ ね ば な

る まい 。 そ れ は アマ ー リエ ・ホ ル ス ト(1758-1829)一 とベ ッテ ィ ・グ ラ ム

(1781-1827)の 二 入 で あ る。
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彼女たちは、啓蒙主義のいう 「人間」 とは 「男性」のことであ り、人権

の要求は男性のみに与えられた権利であって、人類の半分である女性は度

外視 されていることを看破 し、両性の平等を主張す る。そのために、二人

は教育の機会均等を要求 している。特にグライムは、ブレーメンで長い間

女学校 を経営 していただけに、当時の女性の社会的地位の低さを熟知 して

いて、養ってもらうためだけの結婚や、或いは未婚のままで親類に身をよ

せ ざるを得ない肩身の狭 さ、こうしたみじめな非人間的な状況か ら脱け出

すためにも、女子にも職業教育を与えるようにと強 く主張しつづけた。

5.

1814年 ナ ポレオンが没落すると、ヨーロッパは国際的無秩序状態におち

いった。この混乱を収拾するために、ナポレオン打倒に大きな役割をはた

したプロシア、オース トリア、ロシア、イギリスの四国は新 しい国際秩序

の樹立を求めてウィー ン会議 を開いた。世界政策の追求に火花 を散 らすロ

シア とイギ リス、両勢力の均衡の上で、オース トリア宰相メッテルニ ッヒ

の活躍の余地が多いに残されていた。結局会議はメッテルニッヒの復古反

動的傾 向で締結され、 ドイツに関 してはオース トリア、プロシア以下の35

の君主国、および4自 由都市が ドイツ連邦 を組織 し、フランクフル トに連

邦議会を設けて、オース トリアが議長 となった。この重苦 しい沈滞 したメッ

テルニ ッヒの復古反動体制の時代に、女性の状況 と意識は極端に二極に分

化する傾向にあった。一方では、旧態依然と糸車をまわし、黙々 と子を産

み育て、家 を守る婦人たち、他方では、こうした婦人像 をつっぱねて、 自

由 と平等の原理 を信奉 して闘う女性たち、とであった。サンシモン主義や、

ジョルジュ ・サン ドのようなエキセン トリックな女性の出現も大 きな刺激

となった。

この時代、つまり1830年 代か ら40年代に書 きはじめた女性たちに、ルイー
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ゼ ・ミュールバッハ、ファニー ・レーヴァル ト、イーダ ・ハー ンハーン、

ルイーゼ ・アス トン、ルイーゼ ・ディー トマール、ルイーゼ ・オットーペー

タースらがいる。(注10)彼女たちの小説のテーマは女子の教育に関してであり、

因襲的結婚への批判であった。この彼女 らの批判精神がやがて、1848年 の

3月 革命期の自由と民主主義を求め る運動に合流 して、政治的行動 をとっ

て、社会の前面に登場するようになるのである。

「彼女たちの小説の大部分は、恋愛による結びつ きと強要 された結びつ

き、自発的な諦めとしかたのない諦め、或いは離婚 と再婚 といったモチー

フをめ ぐっている。これ らのなかに女性たちのあ りふれた、つまらないお

しゃべ り以外の何もの もみないならば、歴史的背景 を忘れているというも

のだ。というのは、ここでは色事の華麗さが問題なのではな く、女性一般

の実存の問いかけがなされているのであり、人類の半分である女性が一生

涯道具 として卑 しめ られ るのを、どの程度 まで阻止できるか という問いか

けがなされているのである。」(注11)

これちの女性作家たちの時代では、女性の運命は家父長制の社会構造に

よって決め られていて、彼女たちはそれぞれの個別の生き方は許 されてい

なかったのだ。ボーヴォワールの有名な言葉にあるように、「人は女に生ま

れない。女になるのだ。」彼女たちの書いたものは、男性か らみるとつまら

ないもの とうつるか もしれない。 しか し、彼女たちは必死に女にされるこ

とに反抗 し、啓蒙思想の人権の要求を女性にも拡張す るようにと反乱を起

こしているのである。従 って、彼女たち自身、或いは彼女たちの小説の主

人公は、社会的に決められた女性の道 を逸脱して、個性 と自律への道を模

索するのである。

これ らの女流作家たちのなかで最 も有名なのは、イーダ ・ハーンハーン

(1805-80)で ある。彼女はメクレンブルクの田舎貴族の生れで、伝統的

な地主貴族階級 としての女子教育 を受けた後、21才 で同じ階級の裕福ない
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とこと結婚 した。しかし、夫は暴力をもふるうような暴君であって、彼女

はまもな くこの結婚が失敗であることに気づいた。諦め、耐 え忍ぶことに

がまんのできない彼女は、長い離婚訴訟を経たのち、自由の身 となった。

この結婚 と離婚の極めて個人的な経験が、彼女の場合男女平等 と同権の要

求の出発的 となった。以後、彼女は一見、情熱的で、華麗な恋愛遍歴の生

涯 を送 るのであるが、それは同時に家父長制への反抗の証でもあったのだ。

彼女の書いた数 多い小説のなかで特 に有名な「伯爵夫人ファウスティーネ」

のなかでも、一般男性の望むような女性像 を拒ねつけて自律 した新 しい女

性像 を作 りあげている。ファウスティーネとは、語源か らみるとファウス

トの女性形であって、題名か らしてすでに、ゲーテの 「ファウス ト」を十

分に意識 していることがわかる。ゲーテのファウス トが自我の飽 くなき拡

大 を目指 して努力していったように、ファウスティーネも自我に忠実に生

きるのである。

ルイーゼ ・アス トン(1814-71)も 社会のいろいろの偏見 と戦 った一人

である。(注12)彼女は17才 の時、両親の強い要求に屈 して、中年の英国人の工

場経営者サムエル ・アス トンと結婚 した。が、1845年 離婚 して、ベル リン

の三 月革命前の政治運動のサークルに加わった。結婚 と宗教に対する辛辣

な批判、それに加えて公然とたばこを吸った り、ズボンを着用す るという

破廉恥な行動によって、彼女は1846年 ベル リン追放の処分 をうけた。この

処置に対 して彼女は 「私の女性解放 と追放 と弁 明」 という著述 を表わして

声高かに自己弁護をした。1848年3月 革命が起 きると直ちにベル リンに舞

い戻 り、政治新聞 「義勇兵」を編集 した。 しか し革命の挫折後再び追放さ

れ、新聞も発行禁止 された。が、それでもなお1850年 「義勇兵」のなかの

政治的な、女性解放の詩を集め発行 した り、また、「革命 と反革命」という

作品のなかでは、自由と民主主義のために闘 う行動的な新 しいタイプの女

性像を創造したりして活躍を続けていたが、徐々に締めつけを強めてきた
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当局の弾圧に、遂に沈黙 させ られていった。

さて、女性解放運動への大きな前進は、ルイーゼ ・オットーペー タース

(1819-95)に よってなされた。(注13)彼女は同時代の人たちからすでに 「ド

イツ女性運動のひば り」 といわれていた。彼女は進歩的な考えをもつ市民

階級の生 まれで、マイセンの裁判長であった父は政治的な事件について常

に妻や4人 の娘たちと議論 しあうという家風のなかで育った。1840年 ザ ク

センのエルツ山系を訪れたときに見た劣悪な生活条件下で働 く労働者たち

の姿にショックを受け、彼女は社会派作家になったのである。 そして 「祖

国新聞」の同人となって、時代の諸問題や女性の権利について、オットー ・

シュテルンという男名で投稿 していた。当時女性がそのような問題につい

て書 くということは、まだ、ふつうのことではなかったのだ。1847年 には

女性運動の綱領 を起草 し、そのなかで女性のために もっと良い教育 と教養

を要求 し、女子労働者協会 と教養協会を創設し、1849年 に 「ドイツ婦人新

聞」を発行 している。彼女は女性 も社会的な生活 と政治的出来事に参加す

るよう呼びかけると同時に、女性の経済的自律のために女性に ももっ と多

くの労働の機会を与えるよう要求 している。しか し、革命挫折後は転々 と

町々を追われ、彼女の新聞も押収され、活動 を狭め られていくことを余儀

な くされたのであった。

女性解放の分野では、ファニー ・レーヴァル ト(1811-89)も 忘れては

ならない存在である。(注14)彼女は 「自叙伝」のなかで、当時の市民階級の娘

たちの 日常生活の状況についての貴重な記録 を残して くれている。ケーニッ

ヒスベルクの比較的裕福な商人の家に生まれた彼女は、その階級に通例の

高等女学校 までの教育を受け、14才 で卒業 した。その後の彼女の少女時代

は、ただひたす ら結婚までのいわば待ち時間であって、父親の決めた日課

に従って、毎 日毎 日単調な生活の繰 り返 しだった。その日課というのは例

えば、次の如 くであった。月曜日午前中、1時 間のピアノの練習 と3時 間
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の裁縫の時間、さらにもう1時 間すでに隈々までそらん じている古い教科

書のおさらいをしてか ら昼食、午後は再び2時 間半裁縫、1時 間ピアノの

レッスン、さらにもう1時 間習字の時間をこなして一 日が終る、という具

合だった。生来向学心にみちていた彼女は、この未来を閉ざされた死ぬほ

ど退屈な生活に苦 しみ、ギムナジウムへ通 う兄弟を羨 ましく思い、学校へ

行 きたい という憧れ と同時に、できれば教師になって一生涯 の職業 を持ち

たいとい う願望 を強 く抱いていた。が、それは叶えられない願望だった。

当時の中産階級の娘たちは物質的に恵まれた結婚を最終 目的 としてこのよ

うに教育されていたのだが、実は娘たちの運命は偶然に委ね られているに

す ぎなかったのだ。つ まり男を魅きつけて結婚へ至 らせ られるか どうかは

全 く保証されていなか ったのであるか ら。無職の状況で、ただひたすら結

婚 を待っている状況 というのは、女性の性格 を卑しめて、男性に媚びる女、

卑屈な女を作 ると彼女は考える。それ故に、自分の少女時代の体験から、

女性の 自律 と人間 としての尊厳を守るためにはまず男女平等の教育 と女性

にも職業につ く権利 を与えることの必要性を彼女は訴えつづけたのである。

女性解放運動が再び息をふき返 して きたのは1860年 代になってからで、

再びルイーゼ ・オットーペータースやファニー ・レーヴァル トらによって

なされたのであった。オットーペータースは1865年 ライプツィヒで開かれ

た最初の婦人会議に参加 して、「全 ドイツ婦人連盟」を創設した。この会は

1933年 まで続き、上部連盟 としていろいろの異った考えをもつ下部の諸団

体 をまとめていき、市民階級の女性運動の受け皿 としての役 目を果たして

いた。 しか し、一つの統一 した連盟であらゆる女性問題 を処理す るのには

かな りの無理があった。つまり、 ドイツは階級社会であ り、貴族階級、市

民階級、労働者階級、それぞれの立場によって状況は異な り、従ってそれ

ぞれ異なった戦術をとらざるを得ない場合 も多かったからである。

例 えば、貴族階級の女性はかな り自立 した立場にあり、身分 も保証 され
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ていた。離婚の場合にも慰謝料がもらえたし、未婚の女性 も家族か らの扶

養の権利を保持 していた。

それに反 して、市民階級の女性の場合は完全な依存状態にあった。家父

長制が最 もしっか りと根づいている階級であったので、夫は絶対的権力を

もっていた。財布は家長が握っていて、妻には独 自の収入のすべ もな く、

経済的に完全に夫に依存していたばか りでなく、妻の毎 日の日課 も夫によっ

て決められていて、行動の自由もままならない状態だった。子供たちの将

来も家長によって決め られ、女の子はおうおうにして経済的条件のみで結

婚が決め られるという状況だった。このような絶対的権力を握っていた一

家の長への依存から脱け出るためには、経済的な自律が先決 と考 えられた。

それ故に市民階級の女性たちは、労働の権利、つまり就業の権利 を要求 し

た。

一方、労働者階級の女性はすでに労働に従事 していて、夫に対す る経済

的依存は少なかった。 というのは、家長の賃金収入だけでは家族 を養 って

いけず、妻や子供 も働かねばならない状況だったからである。彼女 たちは、

男たちと同様に過酷な労働条件のもとで働かざるをえないうえに、家へ帰

れば家事や子供の世話が待ってお り、三重の労働で金縛 りの状況だった。

それ故に、彼女たちの要求は、この三重の労働からの解放だった。

このように掲げる要求の差異がだんだん大きくなっていき、やがて市民

階級の婦人運動 と労働者階級から生れた社会主義の婦人運動 とは、たもと

を分かちあうようになるが、ともか くも第一次大戦前 までは、婦人運動の

組織化のなかで、未組織の婦人たちの意識形成に力を貸した り、女性の社

会状況の改善や法的身分の改善 を実現 した り、或いは大学教育への道や社

会的評価の高い職業への就業の道を開いた りして、婦人運動は女性解放の

拠点としての役 目を果たしてきたのであった。
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